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31期
き
日
に
本
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語
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研
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富
と
山
やま
に来
き
てもう4年
ねん
経
た
ちました。初
はじ
めて4年
ねん
間
かん
留
りゅう
学
がく
できるという
ことを聞
き
いたときにはすごく長
なが
いと感
かん
じましたが、実
じっ
際
さい
に生
せい
活
かつ
してみ
ると4年
ねん
間
かん
はあっという間
ま
に過
す
ぎてしまいました。日
に
本
ほん
に初
はじ
めて来
き
た
ときの自
じ
分
ぶん
はまるで昨
きの
日
う
のように感
かん
じていますが、本
ほん
当
とう
はもう4年
ねん
前
まえ
のことです。
一
いち
番
ばん
記
き
憶
おく
に残
のこ
っている出
で
来
き
事
ごと
ははじめて富
と
山
やま
に着
つ
いたときのこと
です。2011 年
ねん
の 4月で春
はる
だというのに空
そら
は少
すこ
し暗
くら
くて、春
はる
らしきも
のがあまりありませんでした。雪
ゆき
国
ぐに
のせいか、春
はる
が少
すこ
し遅
おく
れているの
ではないかと今
いま
でも思
おも
っています。富
と
山
やま
空
くう
港
こう
に着
つ
いて、先
せん
輩
ぱい
たちが
笑
え
顔
がお
で迎
むか
えに来
き
てくれたおかげで心
こころ
が温
あたた
められて寒
さむ
さなんて感
かん
じら
れなくなった気
き
がしました。
先
せん
輩
ぱい
の車
くるま
に乗
の
せてもらい、家
いえ
まで案
あん
内
ない
してもらいました。当
とう
時
じ
の
日
に
本
ほん
は大
おお
地
じ
震
しん
の影
えい
響
きょう
が色
いろ
濃
こ
く残
のこ
り、私
わたし
が日
に
本
ほん
へ行
い
く予
よ
定
てい
も2週
しゅう
間
かん
ぐらい遅
おく
れていたため、余
よ
裕
ゆう
がありませんでした。また、ずっと憧
あこが
れ
ていた入
にゅう
学
がく
式
しき
に参
さん
加
か
できなかったことが一
いち
番
ばん
の心
こころ
残
のこ
りです。日
に
本
ほん
に
着
つ
いてから学
がっ
校
こう
が始
はじ
まるまで二
ふつ
日
か
間
かん
しかなく、生
せい
活
かつ
用
よう
品
ひん
を揃
そろ
えるた
めにバタバタしていたのを今
いま
でも覚
おぼ
えています。学
がっ
校
こう
が始
はじ
まっても第
だい
一
いち
週
しゅう
目
め
は市
し
役
やく
所
しょ
などで手
て
一
いっ
杯
ぱい
のため最
さい
初
しょ
の授
じゅ
業
ぎょう
に行
い
けませんでし
た。日
に
本
ほん
での最
さい
初
しょ
の生
せい
活
かつ
の思
おも
い出
で
は疲
つか
れたという記
き
憶
おく
しかなかった
です。
日
に
本
ほん
に着
つ
いて、学
がっ
校
こう
に行
い
って、楽
たの
しい大
だい
学
がく
生
せい
活
かつ
を送
おく
るという夢
ゆめ
を
見
み
てきましたが、やっぱり人
じん
生
せい
は楽
たの
しいものだけでは成
な
り立
た
たないと
気
き
づきました。家
いえ
のことなどが落
お
ち着
つ
くと、次
つぎ
の問
もん
題
だい
がでてきました。
それは、友
とも
達
だち
作
づく
りです。「日
に
本
ほん
人
じん
はシャイな人
ひと
が多
おお
いけど話
はな
しかけ
たらちゃんと返
へん
事
じ
があるよ」というアドバイスを受
う
けましたが、知
し
らな
い人
ひと
に話
はな
しかけるのはとても勇
ゆう
気
き
が必
ひつ
要
よう
であり、なかなか話
はな
しかけ
られませんでした。しかし幸
さいわ
いなことに、ベトナム人
じん
に話
はな
しかけられ
て日
に
本
ほん
での最
さい
初
しょ
の友
とも
達
だち
ができました。その後
ご
、勇
ゆう
気
き
をもらって色
いろ
々
いろ
な人
ひと
に話
はな
しかけてみました。その中
なか
で一
いち
番
ばん
恥
は
ずかしい友
とも
達
だち
の作
つく
り方
かた
がありました。私
わたし
は、漫
まん
画
が
やアニメの影
えい
響
きょう
のせいか人
ひと
に話
はな
しかける
ときに、直
ちょく
接
せつ
的
てき
に「私
わたし
と友
とも
達
だち
になりませんか？」と聞
き
いてしまっていま
した。友
とも
達
だち
を作
つく
るとき、これが日
に
本
ほん
の定
てい
番
ばん
だと思
おも
っていました。あと
で勘
かん
違
ちが
いだったと分
わ
かったのですが、友
とも
達
だち
に話
はな
すと爆
ばく
笑
しょう
されて日
に
本
ほん
人
じん
はこのフレ ズーを使
つか
わないということを知
し
ったとき、すごく恥
は
ずかし
かったです。日
に
本
ほん
に来
き
て第
だい
一
いち
の黒
くろ
歴
れき
史
し
が誕
たん
生
じょう
してしまいました。幸
さいわ
い知
し
っている人
ひと
に限
かぎ
っては、口
くち
封
ふう
じできたもののやっぱり人
ひと
の記
き
憶
おく
を操
あやつ
る術
じゅつ
があればその人
ひと
たちの記
き
憶
おく
を消
け
したいです。
初
はじ
めはやっぱり日
に
本
ほん
語
ご
が難
むずか
しくて友
とも
達
だち
の会
かい
話
わ
をなかなか理
り
解
かい
でき
ず、一
いっ
緒
しょ
に盛
も
り上
あ
がれませんでした。「分
わ
からない言
こと
葉
ば
があったら聞
き
いてよかったのに」と言
い
われましたが、話
はなし
が盛
も
り上
あ
がっている最
さい
中
ちゅう
にいきなり聞
き
きだすのは少
すこ
しKYだと思
おも
って聞
き
けませんでした。さす
が日
に
本
ほん
人
じん
とはいえ、私
わたし
が理
り
解
かい
できない言
こと
葉
ば
だと分
わ
かるといつも難
むずか
し
い言
こと
葉
ば
を言
い
ったあとにはきちんと説
せつ
明
めい
をしてくれます。おかげで今
いま
の
私
わたし
は少
すこ
しずつですがみんなと普
ふ
通
つう
に会
かい
話
わ
ができるようになりました。
最
さい
後
ご
に、ずっと憧
あこが
れていた日
に
本
ほん
に今
いま
私
わたし
は立
た
っていて、この 4年
ねん
間
かん
の思
おも
い出
で
を無
む
駄
だ
にしたくないです。4年
ねん
間
かん
かけて作
つく
ってきた絆
きずな
も終
お
わらせたくないのでこの 4年
ねん
間
かん
だけではなく今
こん
後
ご
の 5年
ねん
後
ご
10 年
ねん
後
ご
も機
き
会
かい
があればまた日
に
本
ほん
でいい思
おも
い出
で
をつくろうと思
おも
います。
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My name is Brice Tchakam. I come from Cameroon, Central Africa. 
I came to Japan because I was selected as a doctoral candidate in 
the SATREPS Project funded by the Japan International Cooperation 
Agency (JICA), which is a joint-collaborative project between Japan and 
Cameroon. This project was set up in order to mitigate natural disasters 
in Cameroon through capacity building. From here on, I would like to 
share with you about my views before coming to Japan, and then some 
insights into my actual experiences here and finally, the memories of my 
stay in Japan.
Views before coming to Japan
My views before coming to Japan were such that I did not have 
much general information about the country as a whole. However, as 
many other people around the world know to be so, Japan is a highly 
industrialized country which is also politically stable. The country is 
known to be vulnerable to natural disasters. Given the above conditions 
with other well-known ones, Japan posed as the most ideal location for 
me to study　about mitigation of natural disasters. Therefore, I was 
indeed more than happy to be granted this opportunity to pursue my 
studies in the land of the rising sun.
My research
I was involved in environmental chemistry studies which was about 
water resource management. My mission in the Project was to establish 
the hydrological system of water resources around the “Killer Lakes”, 
namely, Lakes Monoun and Nyos, located in Western Cameroon. These 
lakes are still famous world-wide because of the respective 1984 and 1986 
carbon dioxide (CO2) gas disasters. In fact, a huge amount of CO2 gas 
suddenly exploded from these lakes and killed about 2,000 people and 
10,000 cattle in the surrounding villages. The disasters also resulted in 
more than 10,000 people evacuating to other areas close by. This is the 
very reason why these killer lakes attract international attention from 
several countries including Japan through JICA.
My actual experiences
To be quite honest, I was very warmly welcomed by my academic 
supervisor and the JICA officers who took care of me. After settling 
in to my apartment and starting my research, I realized day by day that 
Japanese in general are very kind, but too shy; except for those who 
run away when they see someone of different origins, they are ready to 
provide support in any case. This is the positive mark I recorded in my 
mind about the Japanese.
My second observation is regarding rules and regulations in Japan. 
Of course, for a country to aspire to such development level as Japan, 
obedience of rules and regulations is an unavoidable prerequisite. 
However, in my opinion, the rules are sometimes too rigid that some 
Japanese f ind it dif f icult to achieve, although they cannot complain 
officially. With regard to a residential foreign researcher like me, some 
of the rules do not consider their status. For example, when we register 
for a phone line or the internet, one has to sign a contract for two (2) 
years, even though the stay may be only for six months. As a result, 
the foreigner, sometimes with a limited budget, is apt to pay more for 
services that are useless. 
My next observation is about cultural dif ferences. Unlike African 
countries, Asian countries like Japan are used to strange eating habits. I, 
personally was very surprised because the first shop I went in with my 
supervisor served me “raw” fish. I still remember very clearly that at a 
conference in Kagoshima, my sensei took me to a restaurant where they 
even served me “raw” horse meat, and said it was cooked in vinegar. How 
strange! In contrast, these foods, in most cases, are very healthy and have 
resulted in enhancing their health and life span.
The final observation is about hot springs commonly called “onsen” 
and naked people! After a long journey of field work, we went to a 
Japanese-style hotel to rest. There, my professor invited me to a “big” 
bath which I understood as a normal pool to swim in. I was really happy 
on our way there since it was summer time. To my surprise, we were in a 
room where everyone including my professor, suddenly removed all their 
clothes and got naked. My shock was the actual fact that it was normal to 
everyone even though there was an old lady (obaasan) cleaning that room. 
Nonetheless, I finally enjoy the ‘big’ bath now.
My memories
After three years in Japan, my memories by principles are as follows:
 Japan is a very good place to study because of many good facilities 
like availability of very advanced laboratory instruments.
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3 Stability in the country from political perspectives.
 Japanese are generally hard working and very kind people (gentle 
Japanese teachers, classmates and friends) but sometimes too official.
 Japanese community is still a little closed to the world, in my opinion. 
This is easy to observe when you compare a Japanese person who 
has experienced life abroad and one who has not.
 Some rules and regulations do not consider foreigners’ status.
Finally, to the newcomer, I wish you the best. Japan provides a safe 
and friendly environment for your research and life here. Enjoy the 
atmosphere including the uncommon habits which may sometimes 
confuse and even push you to give up altogether. To the Japanese, please, 
do understand that whoever comes to your beloved land, does come 
from somewhere which needs consideration on your part.
Thank you so very much to the Land of the Rising Sun for granting me 
this superb opportunity to enhance my capacities to endeavor into the 
world. This would not have been possible without the tireless efforts of 
my supervisor, professors, staffs, mentors and colleagues in the SATREPS 
Project, friends in different activities like judo and soccer, and last but not 
the least, a hearty gratitude to the Center for International Education and 
Research. Love Japan!
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「自
じ
分
ぶん
は何
なん
のためにアメリカに来
き
たのか。」それは、１か月
げつ
の短
たん
期
き
留
りゅう
学
がく
プログラムで、私
わたし
が初
はじ
めてマ レーイを訪
おとず
れた当
とう
初
しょ
に感
かん
じたこと
です。大
だい
学
がく
１年
ねん
生
せい
の冬
ふゆ
休
やす
みを利
り
用
よう
して同
どう
プログラムに参
さん
加
か
した私
わたし
は、
日
に
本
ほん
から遠
とお
く離
はな
れたアメリカの地
ち
で、自
じ
分
ぶん
の殻
から
に閉
と
じこもり、ただひ
とり悶
もん
々
もん
としていました。事
じ
実
じつ
、私
わたし
は活
かっ
発
ぱつ
な人
にん
間
げん
ではなく、自
じ
信
しん
のな
さも加
くわ
わって、周
しゅう
囲
い
からは「消
しょう
極
きょく
的
てき
」「おとなしい」という印
いん
象
しょう
を持
も
たれがちな性
せい
格
かく
です。同
どう
時
じ
に、「おとなしい＝悪
わる
いこと」と見
み
られる
ことに対
たい
して、コンプレックスを抱
だ
いてもいました。
しかし、そんな私
わたし
に人
ひと
と接
せっ
することの楽
たの
しさや、自
じ
分
ぶん
らしく居
い
る
ことの大
たい
切
せつ
さを教
おし
えてくれたのが、短
たん
期
き
留
りゅう
学
がく
を通
とお
して出
で
会
あ
ったマー
レイの人
ひと
々
びと
でした。もちろん、「日
に
本
ほん
から来
き
たお客
きゃく
さん」に対
たい
する優
やさ
しさや気
き
遣
づか
いもあったと思
おも
います。それでも、一
いち
度
ど
言
こと
葉
ば
を交
か
わした
人
ひと
々
びと
が、国
くに
や年
ねん
齢
れい
を関
かん
係
けい
なく、いつでも明
あか
るく話
はな
しかけてくれたこと
がとても嬉
うれ
しかったことを、今
いま
でも鮮
せん
明
めい
に憶
おぼ
えています。「活
かっ
発
ぱつ
な自
じ
分
ぶん
」を無
む
理
り
に作
つく
ることなく、そのままの自
じ
分
ぶん
を周
まわ
りが受
う
け入
い
れてくれ
たことが、私
わたし
にとっては本
ほん
当
とう
に意
い
味
み
の在
あ
ることでした。同
どう
時
じ
に、自
じ
分
ぶん
が心
こころ
を開
ひら
いた分
ぶん
だけ、自
じ
分
ぶん
の世
せ
界
かい
も広
ひろ
がって行
い
くことも学
まな
びました。
また、当
とう
時
じ
マ レーイにいた日
に
本
ほん
人
じん
留
りゅう
学
がく
生
せい
の方
かた
々
がた
の存
そん
在
ざい
も、私
わたし
に
とって大
おお
きな刺
し
激
げき
になりました。それまでの私
わたし
には、「留
りゅう
学
がく
をする人
ひと
＝特
とく
別
べつ
な人
ひと
」だという漠
ばく
然
ぜん
としたイメー ジがありましたが、実
じっ
際
さい
に留
りゅう
学
がく
している人
ひと
と会
あ
って話
はなし
をすることによって、それは自
じ
分
ぶん
の意
い
志
し
次
し
第
だい
で実
じつ
現
げん
可
か
能
のう
な目
もく
標
ひょう
なのだと教
おし
えられました。そして何
なに
より、留
りゅう
学
がく
生
せい
が英
えい
語
ご
を使
つか
って自
じ
由
ゆう
に自
じ
分
ぶん
を表
ひょう
現
げん
し、異
い
国
こく
の地
ち
でたくましく生
い
きて
いる姿
すがた
に心
こころ
から憧
あこが
れました。小
ちい
さいことかもしれませんが、自
じ
分
ぶん
に
自
じ
信
しん
のなかった分
ぶん
、短
たん
期
き
留
りゅう
学
がく
を終
お
えた後
あと
の「達
たっ
成
せい
感
かん
」は私
わたし
にとって
とても大
おお
きいものでした。いつの間
ま
にか留
りゅう
学
がく
当
とう
初
しょ
に抱
だ
いていた疑
ぎ
問
もん
が消
き
え、「もっと英
えい
語
ご
が話
はな
せたらかっこいいのに。」「もっと色
いろ
々
いろ
な人
ひと
の考
かんが
えを知
し
りたい。」という思
おも
いが生
う
まれました。そして一
いっ
方
ぽう
で、もっ
と難
むずか
しいことに挑
ちょう
戦
せん
して、「自
じ
分
ぶん
だってやれば出
で
来
き
るんだ。」という自
じ
信
しん
を培
つちか
いたいと強
つよ
く願
ねが
うようになり、そういった思
おも
いが１年
ねん
間
かん
の交
こう
換
かん
留
りゅう
学
がく
に繋
つな
がっていきました。
結
けっ
果
か
として、今
こん
回
かい
の交
こう
換
かん
留
りゅう
学
がく
では、ここでは語
かた
りつくせない程
ほど
、
自
じ
分
ぶん
なりの充
じゅう
実
じつ
した日
ひ
々
び
を過
す
ごすことが出
で
来
き
ました。留
りゅう
学
がく
を終
お
えた
今
いま
、周
しゅう
囲
い
から「変
か
わったね」や「積
せっ
極
きょく
的
てき
になったね」と言
い
われるこ
とがあります。正
しょう
直
じき
に言
い
うと、こういった言
こと
葉
ば
に対
たい
して戸
と
惑
まど
いや気
き
恥
は
ずかしさを覚
おぼ
えることがあります。おそらく私
わたし
は相
あい
変
か
わらず「おとな
しい」人
にん
間
げん
であり、「活
かっ
発
ぱつ
」でもありません。強
し
いて言
い
うのであれば、
それは「変
へん
化
か
」というよりも、劣
れっ
等
とう
感
かん
から自
じ
分
ぶん
らしさへの「昇
しょう
華
か
」や
「成
せい
長
ちょう
」に近
ちか
いものなのだと思
おも
います。２回
かい
のマ レーイでの留
りゅう
学
がく
を振
ふ
り返
かえ
ったときに感
かん
じることは、私
わたし
は本
ほん
当
とう
に周
まわ
りの人
ひと
々
びと
に恵
めぐ
まれていた
ということです。私
わたし
にとっての留
りゅう
学
がく
における「学
まな
び」や「成
せい
長
ちょう
」とは、
勉
べん
学
がく
よりも、人
ひと
との出
で
会
あ
いを通
とお
してもたらされることが本
ほん
当
とう
に多
おお
いも
のでした。そして出
で
会
あ
いの全
すべ
てが今
きょう
日の自
じ
分
ぶん
に繋
つな
がっており、そこで
出
で
会
あ
った全
すべ
ての人
ひと
々
びと
が私
わたし
にとっての誇
ほこ
りです。
留
りゅう
学
がく
を志
こころざ
す理
り
由
ゆう
は、人
ひと
それぞれだと思
おも
います。もちろん、留
りゅう
学
がく
生
せい
活
かつ
は呑
のん
気
き
に構
かま
えていられるだけの日
ひ
々
び
ではありません。その様
よう
な
時
とき
に折
お
れない心
こころ
を作
つく
るためにも、留
りゅう
学
がく
にははっきりとした目
もく
標
ひょう
が必
ひつ
要
よう
なときもあると思
おも
います。それでも、どんなに小
ちい
さな目
もく
標
ひょう
であっても、
「挑
ちょう
戦
せん
してみたい」という思
おも
いがあれば、それは人
じん
生
せい
において大
おお
いに
意
い
味
み
の在
あ
ることなのだと思
おも
います。
Art	is	long,	life	is	short.
理
り
工
こう
学
がく
教
きょう
育
いく
部
ぶ
知
ち
能
のう
情
じょう
報
ほう
工
こう
学
がく
専
せん
攻
こう
修
しゅう
士
し
２年
ねん
福
ふく
嶋
しま
　才
とし
貴
き
私
わたし
は 2014 年
ねん
８〜10月までスイスのバーゼル大
だい
学
がく
薬
やく
学
がく
部
ぶ
に留
りゅう
学
がく
し
ました。現
げん
地
ち
では、研
けん
究
きゅう
室
しつ
に参
さん
加
か
して薬
やく
剤
ざい
製
せい
剤
ざい
技
ぎ
術
じゅつ
に関
かん
する研
けん
究
きゅう
を行
おこな
ってきました。
留
りゅう
学
がく
に際
さい
し、奨
しょう
学
がく
金
きん
が必
ひつ
要
よう
となりました。そこで、私
わたし
はトビタテ！
留
りゅう
学
がく
JAPAN日
に
本
ほん
代
だい
表
ひょう
プログラムという官
かん
民
みん
恊
きょう
働
どう
の奨
しょう
学
がく
金
きん
制
せい
度
ど
に
応
おう
募
ぼ
しました。自
じ
身
しん
の留
りゅう
学
がく
計
けい
画
かく
のプレゼンテ シーョンや面
めん
接
せつ
、グルー
プディスカッションをくぐり抜
ぬ
けて、奨
しょう
学
がく
生
せい
の座
ざ
を掴
つか
みました。将
しょう
来
らい
の日
に
本
ほん
を担
にな
う人
じん
材
ざい
を育
いく
成
せい
することを目
もく
標
ひょう
としている奨
しょう
学
がく
金
きん
ですので、
選
せん
考
こう
を受
う
けた仲
なか
間
ま
には優
ゆう
秀
しゅう
な方
ほう
も多
おお
く、非
ひ
常
じょう
に刺
し
激
げき
的
てき
な経
けい
験
けん
とな
りました。留
りゅう
学
がく
は海
かい
外
がい
に渡
わた
る前
まえ
から、こんなにも人
ひと
とは違
ちが
う経
けい
験
けん
が
出
で
来
き
るのかと感
かん
動
どう
しました。
スイスでは平
へい
日
じつ
は研
けん
究
きゅう
活
かつ
動
どう
に追
お
われ、休
きゅう
日
じつ
はヨーロッパ各
かく
地
ち
を
旅
りょ
行
こう
していました。想
そう
像
ぞう
に容
た
易
やす
いですが、留
りゅう
学
がく
当
とう
初
しょ
はコミュニケ シーョ
ンに苦
く
労
ろう
しながらも貴
き
重
ちょう
な経
けい
験
けん
と知
ち
識
しき
を次
し
第
だい
に得
え
ていきました。
現
げん
地
ち
で最
もっと
も驚
おどろ
いたことは、日
に
本
ほん
での生
せい
活
かつ
と変
か
わらないということ
です。スイスは様
さま
々
ざま
な人
じん
種
しゅ
や国
くに
から人
ひと
が集
あつ
まってきて、皆
みな
生
う
まれも
母
ぼ
語
ご
も育
そだ
った環
かん
境
きょう
も違
ちが
っています。それでも彼
かれ
らは皆
みな
、初
はじ
めて出
で
会
あ
ったときには社
しゃ
交
こう
辞
じ
令
れい
を交
か
わし、ランチタイムには空
くう
気
き
を読
よ
みなが
ら場
ば
を盛
も
り上
あ
げ、困
こま
っている人
ひと
がいれば優
やさ
しく声
こえ
をかけます。まる
で日
に
本
ほん
人
じん
だと感
かん
じました。海
かい
外
がい
の人
ひと
たちは日
に
本
ほん
人
じん
のように場
ば
の空
くう
気
き
を読
よ
み、相
あい
手
て
をもてなす心
こころ
を持
も
っているのです。
では、彼
かれ
らと私
わたし
達
たち
日
に
本
ほん
人
じん
の違
ちが
いは何
なに
なのでしょうか？世
せ
界
かい
が問
もん
題
だい
にしている人
じん
種
しゅ
や民
みん
族
ぞく
、国
こっ
家
か
というものは何
なに
なのだろう？日
に
本
ほん
人
じん
とは
一
いっ
体
たい
何
なに
なのだろう？と私
わたし
は疑
ぎ
問
もん
に思
おも
いながら生
せい
活
かつ
していました。結
けっ
局
きょく
、私
わたし
の２ヶ
か
月
げつ
と少
すこ
し程
てい
度
ど
の留
りゅう
学
がく
では分
わ
かりませんでした。誰
だれ
かが
解
かい
明
めい
して私
わたし
に教
おし
えてくれることを勝
かっ
手
て
に期
き
待
たい
しています（笑）。
このように私
わたし
は、海
かい
外
がい
への疑
ぎ
問
もん
をますます深
ふか
めてしまうこととなりま
した。ですので、また海
うみ
を渡
わた
って挑
ちょう
戦
せん
したいと思
おも
っています。幸
さいわ
い、
就
しゅう
職
しょく
先
さき
が海
かい
外
がい
にも拠
きょ
点
てん
を持
も
っているので、チャンスを掴
つか
みもう一
いち
度
ど
世
せ
界
かい
と渡
わた
り合
あ
ってみたいと考
かんが
えています。
私
わたし
にこのような貴
き
重
ちょう
な機
き
会
かい
を与
あた
えて下
くだ
さった皆
みな
様
さま
に、この場
ば
を借
か
りて感
かん
謝
しゃ
申
もう
し上
あ
げます。
留
りゅう
学
がく
は誰
だれ
にでも良
よ
い結
けっ
果
か
をもたらすものではありません。ですが、
海
かい
外
がい
で何
なに
かを成
な
し遂
と
げたい方
ほう
は、すぐに挑
ちょう
戦
せん
して下
くだ
さい。言
げん
語
ご
は
ただの道
どう
具
ぐ
です。それを使
つか
って何
なに
をしたいのか？是
ぜ
非
ひ
考
かんが
えてみて下
くだ
さい。
4国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
センター掲
けい
示
じ
板
ばん
（五
ご
福
ふく
キャンパス）
国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
ボランティア募
ぼ
集
しゅう
（随
ずい
時
じ
受
うけ
付
つけ
中
ちゅう
）
留
りゅう
学
がく
生
せい
との交
こう
流
りゅう
に関
かんしん
心のある富
と
山
やま
大
だい
学
がく
の学
がくせい
生の
みなさんを募
ぼ
集
しゅう
しています。
コンサルテーション
留
りゅう
学
がく
や国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
等
など
に関
かんしん
心のある富
と
山
やま
大
だい
学
がく
の学
がく
生
せい
の
みなさん、気
き
軽
がる
にコンタクトしてください。
国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
センターは、富
と
山
やま
大
だい
学
がく
で学
まな
ぶ外
がい
国
こく
人
じん
留
りゅう
学
がく
生
せい
、海
かい
外
がい
留
りゅう
学
がく
を目
め ざ
指す学
がくせい
生を支
し
援
えん
します。
新
しん
スタッフ紹
しょう
介
かい
新
あた
しいスタッフが加
くわ
わりました。
髙
たか
　橋
はし
　千
ち
　草
ぐさ
（留
りゅうがくしえん
学支援チーム員
いん
）
よろしくお願
ねが
いします。
富
と
山
やま
大
だい
学
がく
で学
まな
ぶ外
がい
国
こく
人
じん
留
りゅう
学
がく
生
せい
のみなさん、海
かいがい
外へ
の留
りゅう
学
がく
を目
め ざ
指すみなさんを対
たい
象
しょう
に、相
そうだん
談に応
おう
じて
います。
担
たん
　　当
とう
：バハウ　サイモン　ピーター教
きょう
員
いん
実
じっ
施
し
日
にち
時
じ
：水
すい
曜
よう
日
び
　3限
げん
目
め
相
そう
談
だん
には予
よ
約
やく
が必
ひつ
要
よう
です。問
と
い合
あ
わせは、下
か
記
き
事
じ
務
む
室
しつ
までご連
れん
絡
らく
下
くだ
さい。
● 火
か
曜
よう
日
び
　3・4限
げん
に留
りゅう
学
がく
用
よう
英
えい
語
ご
サポートクラスを
　行
おこな
っています。
◆申
もうしこみ
込・問
とい
合
あわせ
先
さき
　☎ 445-6105（センター事
じ
務
む
室
しつ
）
　津
つ だ
田コーディネーター　tsuyoko@ctg.u-toyama.ac.jp
センターの２階
かい
には「留
りゅう
学
がく
情
じょう
報
ほう
資
し
料
りょう
室
しつ
」もあり
ます。
〈申
もうし
込
こみ
期
き
限
げん
〉2015年
ねん
4月
がつ
6
むい
日
か
（月
げつ
）正
しょう
午
ご
まで
〈申
もうし
込
こみ
方
ほう
法
ほう
〉受
じゅ
講
こう
申
もうし
込
こみ
書
しょ
に必
ひつ
要
よう
事
じ
項
こう
を記
き
載
さい
のうえ、指
し
導
どう
教
きょう
員
いん
の推
すいせん
薦を得
え
て、所
しょ
属
ぞく
学
がく
部
ぶ
長
ちょう
（研
けん
究
きゅう
科
か
長
ちょう
・
教
きょう
育
いく
部
ぶ
長
ちょう
）を経
けい
由
ゆ
して、国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
センター
長
ちょう
宛
あて
に提
てい
出
しゅつ
してください。
〈選
せん
考
こう
方
ほう
法
ほう
〉4月
がつ
6
むい
日
か
（月
げつ
）午
ご ご
後２時
じ
から国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
セン
ターにおいて日
に
本
ほん
語
ご
レベルの測
そくてい
定のための
面
めんせつ
接を行
おこな
い、選
せんこう
考します。
◆問
とい
合
あわせ
先
さき
：☎445-6975（田
た
中
なか
研
けん
究
きゅう
室
しつ
）
富
と
山
やま
大
だい
学
がく
国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
センターは、外
がい
国
こく
人
じん
留
りゅう
学
がく
生
せい
の受
うけいれ
入・支
し
援
えん
、学
がくせい
生の海
かい
外
がい
留
りゅう
学
がく
の支
し
援
えん
、海
かい
外
がい
学
がく
術
じゅつ
交
こう
流
りゅう
協
きょう
定
てい
校
こう
と
の学
がく
生
せい
交
こう
流
りゅう
に関
かん
する連
れんらく
絡・調
ちょう
整
せい
、外
がい
国
こく
人
じん
留
りゅう
学
がく
生
せい
に対
たい
する日
に
本
ほん
語
ご
・日
に
本
ほん
事
じ
情
じょう
教
きょう
育
いく
、その他
ほか
の国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
に関
かん
する諸
しょ
業
ぎょう
務
む
、留
りゅう
学
がく
生
せい
教
きょう
育
いく
・国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
に関
かん
する調
ちょう
査
さ
及
およ
び研
けん
究
きゅう
などをその業
ぎょう
務
む
としています。
詳
くわ
しくはホームページをご覧
らん
ください。〈http://www.ier.u-toyama.ac.jp/〉
〈日
にち
　時
じ
〉　2015年
ねん
4月
がつ
8
よう
日
か
（水
すい
）12：00〜13：30
〈場
ば
　所
しょ
〉　共
きょう
通
つう
教
きょう
育
いく
棟
とう
4階
かい
　A43番
ばん
教
きょうしつ
室
※日
に
本
ほん
語
ご
課
か
外
がい
補
ほ
講
こう
の受
じゅこう
講希
き
望
ぼう
者
しゃ
は、この
オリエンテーションに参
さん
加
か
してください。
◆問
とい
合
あわせ
先
さき
　☎445-6336（濱
はま
田
だ
研
けん
究
きゅう
室
しつ
）
2015年
ねん
度
ど
前
ぜん
期
き
日
に
本
ほん
語
ご
課
か
外
がい
補
ほ
講
こう
オリエンテーション
〈日
にち
　　時
じ
〉　2015年
ねん
6月
がつ
19日
にち
（金
きん
）13：00〜
〈参
さ ん
加
か
費
ひ
〉　無
む
料
りょう
〈見
けんがく
学場
ば
所
しょ
〉　五
ご
百
ひゃく
羅
ら
漢
かん
・富
と
山
やま
市
し
民
みん
俗
ぞく
民
みん
芸
げい
村
むら
※留
りゅう
学
がく
生
せい
と日
に
本
ほん
人
じん
学
がく
生
せい
の「交
こう
流
りゅう
」を目
もく
的
てき
とした見
けん
学
がく
です。
◆問
とい
合
あわせ
先
さき
　　☎445-6971（バハウ研
けん
究
きゅう
室
しつ
）
スタディ・エクスカーション
第
だい
32 期
き
 日
に
本
ほん
語
ご
研
けん
修
しゅう
コース　学
がく
内
ない
公
こう
募
ぼ
〈日
にち
　時
じ
〉　2015年
ねん
4月
がつ
15日
にち
（水
すい
）12：20〜12：50
〈場
ば
　所
しょ
〉　共
きょう
通
つう
教
きょう
育
いく
棟
とう
4階
かい
　A43番
ばん
教
きょうしつ
室
◆問
とい
合
あわせ
先
さき
　　☎445-6972（副
そえ
島
じま
研
けん
究
きゅう
室
しつ
）
新
しん
規
き
来
らい
日
にち
留
りゅう
学
がく
生
せい
（研
けんきゅうせい
究生・科
かもくとうりしゅうせいなど
目等履修生等）に対
たい
する
オリエンテーション
